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緒 言

鉄貯臓タンパ クとして肝,脾,造 血臓器に大

量に存在するフェ リチ ンは,血 中にも認め られ,

血清フェリチ ンの鉄代謝および各種疾 患に関す

る評価は以前 より検討 されてきた,近 年, radi

oimmunoassay(RIA)法 等 の開発によ り,微

量の血清フェリチ ンの測定が可能 とな り1～4),再

現 性 も良好なため臨床的研究 もより活発となっ

てきている.今 回われわれは, RIAキ ッ トを用

いて,各 種疾患の血清 フェ リチ ン値 を測定 し,

これらに検討 を加 えその臨床的評価 を行 ったの

で報告する.

対 象および方法

対象は1982年6月 か ら1984年6月 までに,本

院 を受診 した外来患者お よび入院患者1818名 で

あり,内 訳は血液疾患75名(鉄 欠乏性貧血26,

ヘ モ クロマ トージス4,再 生不良性貧血13,白

血病15,そ の他17),悪 性疾 患1,205名(肺 癌216,

肝癌204,胆 嚢,胆 道腫瘍19,膵 癌19,食 道 癌

35,胃 癌79,大 腸 直腸癌74,泌 尿生殖器系腫瘍

274,婦 人科系腫瘍50,乳 癌38,悪 性 リンパ腫50,

そ の他147),良 性疾患538名(甲 状腺疾患8,心

疾患5,肺 疾 患21,縦 隔疾 患3,肝 炎118,肝 硬

変150,胆 嚢,胆 道系疾患15,膵 疾 患10,食 道疾

患11,胃 疾 患10,大 腸 直腸疾患11,泌 尿 生殖器

系疾患83,婦 人科系疾患5,皮 膚疾 患5,そ の

他83)で あ る.

血 清フェ リチンの測定は,試 験管固相法 を用

いたスパ ックフェリチンキットにより行った.

結果 および症例

血液疾患79例 の血清フェ リチン値の分布およ

び平均値 を示 したのが, Table 1で あ る.鉄 欠

乏性貧血の85%が,血 清フェ リチン値50ng/ml

以下 の低値 を示 した.ヘ モクロマ トージス,再

生不良性貧血では血清フェ リチン値は高値 をと

る傾向にあ り, 500ng/mlよ り高 い値 を とるも

のが,そ れ ぞれ75%, 69%も あ り平均値 も1342,

 1430ng/mlと なった.白 血病では約半数が500

ng/mlよ り高い値を示 し,平 均値 は1187ng/ml

とな った.

悪 性疾患1205例 で は(Table 2),各 疾 患 とも

低値か ら高値 まで幅広 く分布 してお り,血 清 フ

ェリチ ン値 の平均が300ng/ml近 く,あ るい は

それ以上の値 をしめ した ものは,肺,肝,胆,

泌尿生殖器系疾 患,お よび悪性 リンパ腫であっ

た.膵 癌では,平 均値は237ng/mlと や や高値

をとったが,半 数以上の症例で, 200ng/ml以

下 の値 をとってお り,従 来のい くつかの報告3),

11),12),14)より低めの値 となった
.消 化器発生の腫
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Table 1 Serum Ferritin Levels in Hematological Disorders

Percentage of ferritin level ranges is shown in parenthesis.

Table 2 Serum Ferritin Levels in Malignant Diseases

Percentage of ferritin level ranges is shown in parenthesis.

瘍では一般に低値 を呈 し,食 道 ・胃 ・結腸直腸

腫瘍では200ng/ml以 下 の ものが,そ れぞれ74

%, 83%, 74%で あ った.ま た 胃 ・結腸直腸腫

瘍で, 1000ng/mlを 超 える症例がそれぞれ1例

ずつみ られた.婦 人科系疾患では64%の ものが

200ng/ml以 下 の値 を呈 したが,高 値例 も多 く,

 1000ng/mlを 超 える症例は2例 あ った.乳 癌は

平均値128ng/mlと 低 値 を示 した.

良性疾患538例 では(Table 3),肝 炎,泌 尿

生殖器系疾患 で,平 均値399お よび408ng/mlと

高値 を呈 した.そ の他平均値が200ng/ml以 上

を呈 した ものは肺疾患,肝 硬変,膵 疾 患,食 道

疾患 であったが,良 性疾患それぞれの分布にお

いて200ng/mlを 境 界に とってみる と
,各 疾 患

について半数以上の症例が, 200ng/ml以 下 の

値 を示 してお り,一 般には高値 を示 さない傾向

が認め られた.

以下,症 例 を供覧する.

症 例1. 64歳　 男性.

背部痛 を主訴 とし,血 清フェ リチ ン値は,当

初122ng/mlで あ った.初 回CTで(Fig. 1),

膵頭 部か ら体部にかけて不整なmass lesionお

よびirregular low density areaが み られ,周

囲へのinvasionが 疑 われ る像 を示 した.血 管

造影では,膵 アーケー ド血管,背 側膵動脈の中

断,不 整像がみ られ,ま た総肝動 脈に も一部tu

morに よるinvasionを 疑 わす像がみられた
.膵

癌 と診断 し開復 したが摘 除不能であった.約1

ヵ月後の75Se-セ レノメチオニ ン膵シンチ グラム

で(Fig. 2),体 部 付近 に欠損像 がみ られた
.

また99mTC-Snコ ロ イドによる肝 シンチグラムで

は(Fig. 3),後 面 像 で肝に 多数 の欠損像がみ

られ,肝 転移が疑われた.こ の時点での血清フ

ェリチン値は613ng/mlと 上 昇 を示 していた
.
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Table 3 Serum Ferritin Levels in Benign Diseases

Percentage of ferritin level ranges is shown in parenthesis.

Fig 1 CT scan of pancreas

最初 のCT検 査よ り2ヵ 月後のCTで は(Fig.

 4),肝 内に数個のlow density areaが み られ

肝転移が確認 され,ま た肝外胆管 も拡張 してお

り膵癌進行による閉塞性黄疸 も推測された.こ

の時点での血清 フェ リチ ン値 は695ng/mlと さ

らに上昇 していた.こ の ように病状 の進行お よ

び経過観察に対 して も,血 清フェリチン値 の測

定は有用であると思われた.

症 例2. 68歳　 男性.

主 訴は肝腫大.初 診時の血清 フェ リチン値は

250ng/ml, α-フェ トプロテイン値は98.7ng/ml

で あ った。99mTC-Snコ ロイ ドによる肝 シンチ グ
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Fig 2 75Se-selenomethionine study Fig 3 Liver scintigraphy by 99mTc-Sn colloid

 (posterior view)

Fig 4 CT scan 2 months later

ラム(Fig. 5)で の後面像 で右葉 に欠損像がみ

られた. Angio CT(Fig. 6)で 右 葉 後区にhy

pervascularityのmass lesionが み られ,ま た

脾腫 もあり,肝 硬変の合併 も肝 シンチ グラムの

像 と合わせて示唆 された.血 管造影(Fig. 7)

では,右 肝動脈が上腸間膜動脈か らでてお り,

血 管新生 を伴 ったtumor stainが み られた.以

上に より肝癌 と術前 に診断 した.こ の ように診

断を進める際には,血 清 フェ リチ ン単独ではな

く他の検査 と相補的に使用す るこ とに よってよ

り診断が確実にな るもの と思われた.
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Fig 5 Liver scintigraphy by 99mTc-Sn colloid

 (posterior view)

考 察

血清フェ リチンは原因疾患に よって種々の値

を呈 したが,血 液疾患においては,こ れまでに

も報告3),5)～9),17)されているように,鉄 欠乏性貧

血では低値 を示 し,す べて200ng/ml以 下 の値

を呈 してお り,そ の うち85%の ものが50ng/ml

以 下 の値 となった.一 方,ヘ モ クロマ トー ジス,

再 生不良性 貧血,白 血病 では平均値 が1342,

 1430, 1187ng/mlと 高値 を示す傾向がみられた.

悪性疾患では,肺 ・肝 ・胆 ・泌尿生殖器系疾

患および悪性 リンパ腫 で高値 を呈す傾 向がみら

Fig 6 Angio CT

Fig 7 Angiography of superior mesenteric

 artery

れたが,こ れらの疾患に関 しては過去の報告3),

5)～8),10)～16),18)とほぼ似かよった結果を示 した.肺

癌 では平均値 は292ng/mlで あ り, 500ng/ml

以上 の症例が17%も あ った.血 清フェ リチンは,

肺癌の転移の有無の鑑別に も役立 ち18)放射 線治

療経過に伴 うフェ リチン値 の増減が予後を反映

する18)と もいわれ,今 回の高値例に関 しては,

転 移等の検索 も必要であると思われた.

肝癌 では,血 清フェリチ ン値が50ng/ml以 下

を示す ものが31%も あ り,低 値 を呈す る肝癌の

存在 を常に念頭において診断 を進め る必要があ

るもの と思われた.ま た, α-フェ トプロテイン

や フェリチ ンが ともに低値 の肝癌が10%前 後 存

在す るとされてお り19),腫 瘍 が大 きくて もフェ

リチン低値の例 もあ り,必 ず しも腫瘍の大きさ

とフェ リチンとの間に相関がみられないことも
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あるので20),こ ういった点に関して も注意が必

要であろう.

泌尿生殖器系腫瘍に関 しては, 200ng/mlよ

り高い値を示 したものは35%で あ ったが,平 均

値は330ng/mlと 高値 を示 した.大 橋 ら21)によ

ると血清フェ リチンは腎癌,前 立腺癌,睾 丸腫

瘍のパ ラメー ター として有望 であると考えられ,

前 立腺癌 の再燃例 あるいはill control群 で フェ

リチンの上昇 を認め,か つほかの 自覚症状,他

覚所見 よりも早期に上昇することにより,前 立

腺癌の再 燃あ るいは進行のモニ ターに有用であ

るとしてお り,泌 尿生殖器系腫瘍につ いては定

期的なフェリチンの測定が重要であると思われる.

悪 性 リンパ腫 では, 200ng/mlよ り高 い値 を

呈 した症例は42%で あ り,平 均値 は310ng/ml

で あ った.ホ ジキン病 で,血 清フェ リチンが増

加す るのは,末 梢 リンパ球が フェ リチンを産生

する22)た め とも考えられているが詳細はまだ不

明である. Dornerら22)は,ホ ジキン病患者47

例 の血清 フェ リチン値 を検討 してお り, stage

別 での検索では, stage IIで 血 清 フェ リチン値

は105.1ng/mlと 低値 を示すが, stage I: 243,

 stage III: 378.2, stage IV: 831.4ng/mlとsta

geが 進 むにつれ,フ ェリチン値は増加すること

を示 している.ま た治療 においての寛解状態の

把握に も有用 であるとしている.今 回われわれ

の症例 につ いて も, 50ng/ml以 下 の症 例から

1000ng/ml以 上 の症例 まで幅広 く分布 してお り,

種 々の, stage,寛 解 状態を反映しているもの と思

われる.

膵 癌におけ る血清フェ リチンの上昇には,膵

癌細胞でのフェ リチン生成亢進が関与 している5)

と考えられ,一 般に高値 を示す報告3),11),12),14)も

多い.一 方,多 田ら15)の 報告では,血 清フェリ

チン値が200ng/ml以 下 を示 した ものが60%の

症例 でみられてお り,今 回われわれの成績 も58

%と なってお り,類 似の結果 となった.一 方,

平均値では237ng/mlと や や高めの値 をとって

お り,ま た500ng/mlよ り高 い値 を示 したの も

16%あ った.膵 癌は進行に ともない血清フェリ

チン値が上昇す る傾向にあ り,あ る程度病期 と

血清フェリチン値 とに相関がみ られる12),14),こと

から,病 期 ・重症度等の因子が今 回の結果に影

響 した可能性 も否定 できない.

消 化器 発生の腫瘍 は低値 を示す傾向にあるが

3),11),12),14)～16)低値 を呈す る原因として,腫 瘍産生

性 フェリチンが低 いため以外に消化管出血等 も

考慮にいれ るべ きであろ う.ま た今 回検討 した

症例の中で,胃 および結腸直腸腫瘍 で1000ng/

mlを 超 える高値 を示す症例 も1例 ずつみ られ

てお り,肝 転移 による肝細胞破壊等の影響 も疑

われた.

良性疾患では,肝 炎,肝 硬変 で比較的高値 を

呈す るといわれているが3),5),10),13),15),16),今回 われ.

わ れの検討では,平 均値はそれぞれ399, 227ng

/mlと な り,ま た200ng/mlよ り高値 を示す も

のが,そ れぞれ50%, 34%と な ってお り,肝 炎

において より高 い値 を呈す傾向があるように思

われた.一 般に急性肝炎では肝の逸脱酵素であ

るGOTと 血清 フェ リチ ン値 とが よく相関する

ことが3),5)知られてお り,肝 実質 細細の大量破

壊 によるフェ リチンの血清中への逸脱が原因と

考えられている.ま た田代 ら20)に よる と,慢 性

肝炎において非活動性慢性肝炎のほ とん どは正

常範囲内変動 を示 し,活 動性慢性肝炎では正常

範囲 を越えて変動す る例 が多いとしてお り,今

回のわれわれが検討 した肝炎の症例 において高

値 を示 したのは急性肝炎,活 動性慢性肝炎が大

きく影響 したため と思われた.他 方,肝 硬変で

は慢性の消化管出血の合併に よる血清フェ リチ

ン値の低下 も考える必要 があるだろ う.

その他の良性疾患において も,い くつかの症

例で高値 を呈 してお り,そ れ らをまとめたのが

Table 4で あ る.肺 お よび膵 で高値 を示 したも

のは,そ れ ぞれ肺炎と慢性膵 炎であ り,こ れ ら

では感染症,炎 症機転が高値の原因 と考 えられ

た.泌 尿生殖器系疾患においては,前 立腺肥大

+腎 炎,腎 不全,お よび腎移植の症例 で高値 を

呈 してお り,前 者2名 では腎障害が,一 方腎移

植の2名 では腎移植の際の輸血等の影響が疑わ

れた.食 道疾患では2名 とも食道静脈瘤の症例

であ り,基 礎疾患に肝障害の存在が疑われた.

その他 として,貧 血+関 節 リウマチの症例では

炎症性の要 因が疑われ る.し か し,慢 性 関節 リ

ウマチの患者の うち約60%で,血 清 フェリチ ン

値が正常範 囲であった という報告23)も あ り,慢
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Table 4 Elevated Serum Ferritin Levels in Patients with Benign Diseases

性関節 リウマチに関しては血清鉄値 の低下,鉄

代謝異常,貧 血の合併 などもあ り,多 くの因子

を考慮に入れる必要があろ う.そ の他 の症例の

うち腸閉塞の症例では胆石症 と胆嚢炎が原因で

あ り,胆 道系通過 障害および炎症機転が高フェ

リチン血症の原因 となったもの と思われた.

血 清フェ リチ ンは体内貯臓鉄量 を反映するほ

か,種 々の要 因で上昇するため,こ れらに注意

し評価すべ きであろう.

結 論

以上,各 種疾 患1818例 に おける血清 フェ リチ

ン値の臨床的評価につ いて検討 し,次 の結論 を

得た.

1)血 液疾患にお いて,鉄 欠乏性貧血で血清フ

ェリチ ン値は低値 を示 し,ヘ モ クロマ トー ジス,

再 生不良性貧血,白 血病 で高値 を示 した.

2)悪 性 腫瘍疾患では,肺,肝,胆,泌 尿生殖

器系疾 患および悪性 リンパ腫で高値 の傾 向がみ

られた.

3)良 性 疾患では,肝 炎で高い値 を示 した.

4)血 清 フェ リチン値は種々な因子 によって影

響 されるため,こ れ らの因子を評価 に加える と

同時に,他 の検査結果 とともに総合 的に判断す

ることにより,一 層確実 な診断が行 えるもの と

思われた.

本論文の要旨は,第18回 日本核医学会中国 ・四国

地方会において発表した.
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Serum ferritin levels in hospital patients
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Serum ferritin levels were determined in 75 hematologic, 1205 malignant, and 538 

benign diseases. In hematologic diseases the serum ferritin level was generally low in 

iron deficiency anemia, but high in hemochromatosis, aplastic anemia, and leukemia. In 

malignant diseases the serum ferritin concentration was increased remarkably in lung, 

liver, biliary, and urogential diseases and in malignant lymphoma. Among benign diseases 

hepatitis cases showed a tendency for high serum ferritin levels.

Serum ferritin levels are influenced by various factors, and their careful evaluation 

may be essential for understanding of the underlining disease process.


